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物干し竿の移動販売トラブル

商工観光課
消費生活センター
☎ 0986-76-8823

お問い
合わせ先

生活トラブルのはなし

【
事
例
】

物
干
し
竿
の
移
動
販
売
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
た
の
で
呼
び
止

め
た
。「
昔
の
値
段
で
売
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
の
で
、
常
識
的

な
価
格
だ
ろ
う
と
思
い
、
２
本
を
注
文
し
た
。
そ
の
後
、
自
宅
用

に
合
わ
せ
た
長
さ
に
切
っ
た
物
干
し
竿
を
持
っ
て
き
て
、
２
本
で

４
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。
驚
い
て
抗
議
し
た
が
「
切
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
返
品
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
相
手
の
言
い
方
が
脅
す

よ
う
な
口
調
で
怖
か
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

                                                

（
50
代 

女
性
）

○　

物
干
し
竿
の
移
動
販
売
で
は
、
市
価
の
数
倍
も
の
金
額
を
請

求
し
、
威
圧
的
な
態
度
で
支
払
い
を
強
要
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。

○　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
出
来
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

領
収
証
が
渡
さ
れ
な
か
っ
た
り
連
絡
先
が
架
空
だ
っ
た
り
す
る
た

め
、
業
者
と
の
返
金
交
渉
は
極
め
て
困
難
で
す
。
せ
め
て
車
の
ナ

ン
バ
ー
だ
け
で
も
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○　

購
入
前
に
は
、「
１
本
○
○
円
で
す
ね
」「
○
○
円
以
上
の
支

払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
と
し
っ
か
り
価
格
を
確
認
し
、
納
得
で

き
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

○　

す
ご
ま
れ
て
恐
怖
を
感
じ
た
り
、
帰
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
て

も
相
手
が
帰
ら
な
い
場
合
は
警
察
に
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

過
去
に
曽
於
市
内
で
も
実
際
に
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
っ
た
と
き
は
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

曽
於
市
消
費
生
活
弁
護
士
相
談
会
の
お
知
ら
せ

曽
於
市
で
は
、
5
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午
に
本
庁
1

階
会
議
室
に
て
消
費
生
活
弁
護
士
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
時
間
は
1
人
30
分
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

曽於市農業振興地域整備計画」の全体見直しについて
　

本
計
画
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
優

良
な
農
地
の
保
全
や
、
農
地
の
有
効
利
用
等
、
農
業
振
興
の
た
め
の
施

策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
計
画
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
に
か
け
て
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
市
全
体
の
事
業
計
画
お
よ
び
個
人
ご
と
の
建
築
物
の
建

設
計
画
等
を
踏
ま
え
て
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
以
下
に
該

当
す
る
方
は
、
市
役
所
窓
口
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更
（
農
用
地
利
用
計
画
変
更
個
別
見
直
し
）

の
申
出
受
付
の
停
止
に
つ
い
て

　

全
体
見
直
し
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
な
ど
に
多

く
の
時
間
と
手
続
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
期
間
は
申
出
受
付
を

停
止
し
ま
す
。

▽
申
出
受
付
停
止
期
間
：
平
成
29
年
７
月
か
ら
平
成
30
年
の
３
月
末
ま
で
（
予
定
）

※
申
出
受
付
停
止
期
間
は
、
進
捗
状
況
に
よ
り
前
後
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
に
農
振
農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
地
以
外
の
目
的

（
住
宅
の
建
設
等
）
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
早
期
に
計
画
を

進
め
て
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
６
月
末
ま
で
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類
等
：
農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出
書
一
式
（
市
役
所
窓
口
に
て
配
布
）

農
用
地
利
用
計
画(

除
外
・
編
入
検
討
筆)

変
更
案
の
窓
口
縦
覧
に
つ
い
て

　

市
民
の
ご
意
見
や
、
農
地
や
市
街
化
の
現
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
全

体
見
直
し
に
お
け
る
農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
・
編
入
筆
に
つ
い
て
の

変
更
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
窓
口
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
：
平
成
29
年
４
月
３
日
（
月
）
〜
４
月
17
日
（
月
）

※
土
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

縦
覧
場
所
：
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先

意
見
書
の
提
出
：
縦
覧
に
供
さ
れ
た
変
更
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
方
は

縦
覧
期
間
の
満
了
日
ま
で
に
意
見
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。（
様
式
は

任
意
）

※
優
良
農
地
等
の
除
外
・
編
入
筆
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
宛
に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農林振興課・各支所産業振興課
本庁 ☎ 0986-76-8808　大隅 ☎ 099-482-5950　財部 ☎ 0986-72-0938

お問い
合わせ先
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農地の貸し借りを支援する「農地中間管理事業」の紹介¥

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
？

　
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
を
通
じ
て
農
地
の

貸
借
を
行
い
、農
地
の
集
積
、経
営
規
模
拡
大
、

新
規
参
入
等
に
よ
る
農
地
の
効
率
的
な
活
用

お
よ
び
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
事
業
で
す
。

本
県
で
は
（
公
財
）
鹿
児
島
県
地
域
振
興
公

社
が
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定
を
受
け
、

市
町
村
と
連
携
し
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

本
事
業
を
活
用
し
た
場
合
、
機
構
集
積
協
力

金
が
受
け
ら
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
の
で
、『
農
地
を
貸
し
た
い
、
離
農
す
る
、

経
営
規
模
を
縮
小
す
る
』
と
い
う
方
や
、『
農

地
を
借
り
た
い
、
農
地
の
集
積
・
集
約
を
図

り
た
い
』
と
い
っ
た
農
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
農

地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
農
地
の
貸
し
借
り
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
農

地
法
、
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
利
用

権
設
定
も
あ
り
ま
す
。

機
構
集
積
協
力
金
の
概
要

　

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
農
地
の
出
し

手
へ
機
構
集
積
協
力
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

①
経
営
転
換
ま
た
は
離
農
等
の
た
め
、
全
て

の
自
作
地
を
機
構
へ
貸
し
出
す
場
合

↓
経
営
転
換
協
力
金
（
個
人
へ
交
付
）

【
交
付
要
件
】

　

農
業
部
門
の
減
少
に
よ
る
経
営
転
換
や
リ
タ

イ
ア
の
た
め
、
機
構
に
10
年
以
上
農
地
を
貸
し

付
け
、
機
構
か
ら
担
い
手
へ
農
地
を
貸
し
付
け

ら
れ
る
と
、
経
営
転
換
金
の
交
付
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
相
続
人
（
注
１
）
で
、

農
業
経
営
を
し
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
交
付
単
価
】

▽
0.5
㌶
以
下
：
30
万
円
／
戸

▽
0.5
㌶
超
２
㌶
以
下
：
50
万
円
／
戸

▽
２
㌶
以
超
：
70
万
円
／
戸

※
遊
休
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、

交
付
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※
（
注
１
）
協
力
金
の
交
付
年
度
ま
た
は
そ
の

前
年
に
農
地
を
相
続
し
、
相
続
人
自
ら
農
業
を

行
わ
な
い
者
。

②
現
在
自
分
で
耕
作
し
て
い
る
農
地
を
、
機

構
を
通
じ
て
貸
し
出
す
場
合

↓
耕
作
者
集
積
協
力
金
（
個
人
へ
交
付
）

【
交
付
要
件
】

　

機
構
が
借
り
う
け
て
い
る
農
地
に
隣
接
す
る

農
地
ま
た
は
、
面
的
集
積
条
件
を
満
た
す
２
筆

以
上
の
ま
と
ま
っ
た
農
地

を
機
構
に
10
年
以
上
貸
付

け
、
機
構
か
ら
担
い
手
へ
貸

し
付
け
ら
れ
る
と
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
自
作
地
、
貸
借
地
で
は
交

付
対
象
者
が
異
な
る
等
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

③
地
域
内
の
話
し
合
い
で
、
農
地
を
機
構
を

通
じ
て
担
い
手
に
集
積
す
る

↓
地
域
集
積
協
力
金 （
地
域
へ
交
付
）

【
交
付
対
象
】

農
業
集
落
、
大
字
、
学
校
区
な
ど
人
農
地
プ
ラ

ン
作
成･

実
行
の
話
し
合
い
の
単
位
と
な
っ
て

い
る
「
地
域
」

【
交
付
要
件
】

機
構
へ
の
農
地
貸
付
面
積
が
、
一
定
面
積
を
超

え
て
い
る
こ
と

【
交
付
単
価
】

地
域
の
全
農
地
面
積
の
う
ち
、
機
構
へ
の
貸
付

割
合
に
応
じ
た
単
価
を
、
貸
付
面
積
に
乗
じ
た

金
額
を
交
付機構への

貸付割合

１０㌃あたり

Ｈ26・27年度
（基本単価の４倍）

Ｈ28・29年度
（基本単価の1.5倍）

Ｈ30年度
（基本単価）

２割超
５割以下 ２．０万円 １．５万円 １．０万円

５割超
８割以下 ２．８万円 ２．１万円 １．４万円

８割超～ ３．６万円 ２．７万円 １．８万円

お問い
合わせ先

農林振興課農政係　☎ 0986-76-8808
農業委員会　　　　☎ 0986-72-0947

１０㌃あたり
Ｈ 26・27 年度
（基本単価の４倍）

Ｈ 28・29 年度
（基本単価の２倍）

Ｈ 30 年度
（基本単価）

２．０万円 １．０万円 ５千円

【耕作者集積協力金交付単価】

【地域集積協力金交付単価】
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身体障害者等減免について¥
　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の

う
ち
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
基
づ
き
軽

自
動
車
税
の
課
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

▽
身
体
障
害
者
本
人
（
身
体
障
害
者
本
人
が
18
歳
未

満
も
し
く
は
精
神
障
害
者
の
場
合
は
、
生
計
を
一
に

す
る
者
）
が
所
有
す
る
車
両
。

▽
市
が
定
め
る
障
害
の
区
分
ご
と
の
等
級
に
該
当
。

▽
生
計
同
一
者
ま
た
は
常
時
介
護
者
が
運
転
さ
れ
る

場
合
は
、
専
ら
身
体
障
害
者
本
人
の
通
院
、
通
学
、

通
所
、
生
業
等
で
週
１
回
以
上
使
用
。

　

な
お
、
減
免
は
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
り
、
普
通

車
等
の
自
動
車
税
を
減
免
さ
れ
て
い
る
場
合
は
軽
自

動
車
税
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で

に
軽
自
動
車
税
を
減
免
さ
れ
て
い
る
方
も
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

必
要
な
も
の

○
自
動
車
検
査
証
（
原
付
、
小
型
特
殊
は
不
要
）

○
平
成
29
年
度
納
税
通
知
書

○
運
転
免
許
証

○
印
鑑

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

減
免
申
請
の
受
付
は
納
期
限
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
期
限
内
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

税務課・各支所地域振興課　税務係
本庁　☎ 0986-76-8804　　大隅　☎ 099-482-5922　　財部　☎ 0986-72-0932

お問い
合わせ先

特定健診の受診に関する特典紹介
曽於市国民健康保険・曽於市後期高齢者医療 にご加入の方へ
曽於市では、市民の健康向上のため定期的な健康診断の受診を推奨しています。
そのため、平成 29年度より特定健診の受診者が特典を受けられる事業を開始しました。
受診票を提示するだけで、下記の特典が受けられます。

お買い物特典の付与
曽於市商工会の協力により、特定健診等受診
者の方にお買い物特典（ポイント・割引など）
が付与されます。

優遇金利制度
店頭表示金利＋上乗せ金利（年 0.10％～ 0.20％）
● そお鹿児島農業協同組合　　　　　　　　　　　
     JA そお鹿児島特定健診受診者向け定期貯金
　「健康スマイル」
● 鹿児島興業信用組合
    健康サポート定期預金「いっど健診」
※ 詳細については各金融機関へお問い合わせください。

お問い
合わせ先

保健課 国民健康保険係
☎ 0986-76-8806

【対象となる特定健診】
○人間ドック ○ミニドック ○集団健診
○個別健診 ○情報提供
※ 情報提供とは、通院している医療機関から特定健診項目の
検査結果を文書でもらうことです。

平成 29年 1月 16日・17日に
特定健康診査事業の
推進に関する覚書調印式が行われました。



市からのお知らせ

25 Soo City Public Relations,2017.4.Japan

¥ ♥ 子育て・福祉 暮らし年金・祝金・補助金

が始まります！ 

がん検診のご案内 

胃がん検診 

 

対象：40～79 歳 

自己負担；1,000 円     

     非課税世帯無料 
肺がん検診 

 

Ｘ線 対象：40 歳以上 

自己負担：300 円 

非課税世帯無料 

大腸がん検

診 

 

対象：40 歳以上 

自己負担：300 円  

非課税世帯無料 

ＣＴ 

対象：40～74 歳の偶数年齢 

自己負担：3,000 円 

腹部超音波検診 

（腹部エコー）

対象：40歳以上の奇数年齢 

自己負担：2,000 円 
前立腺検診 

対象：50 歳以上の男性 

自己負担：800 円 

肝炎ウイルス検診 40、45、50、55、60、65、70 歳の方 自己負担：無料 

○子宮がん検診、乳がん検診、骨粗鬆症検診の集団健診は９～１０月頃実施します。 

○６～１２月には指定医療機関で受診する個別健（検）診もあります。 

 個別健（検）診：特定健診、胃がん検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診 

○ミニドック（特定健診+胃がん・大腸がん・肺がん・腹部超音波・前立腺検診のセット検診）もあります。 

 

申し込みされていない方も受診できます。 

希望される方は市役所保健課まで！！ 

無料 

【月日・会場】 

月日：４月６日～４月１２日 

会場：
 

月日：４月14 日～４月19 日 

会場：
 

月日：４月21 日～５月１日 

会場：  

【対象】 
・４０～７４歳の国民健康保険被保険者 

・４０歳以上の生活保護受給者 

・後期高齢者医療被保険者 

・社会保険等被扶養者は会社等により異なります 

 

【内容】 
・身体計測 腹囲測定 検尿 

 血圧測定 問診 心電図 

 血液検査 医師診察 眼底検査等 

がんは早期発見が大切

【お問い合わせ先】
保健課 健康推進係
0986-76-8806 
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防災ラジオをお使いですか？

災
害
か
ら
身
を
守
る
！

　

市
で
は
、
市
の
情
報
や
災
害
時
の
緊
急
情
報
を
防

災
ラ
ジ
オ
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
防
災
ラ
ジ
オ
を
使
用
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

◆
箱
か
ら
出
し
て
い
ま
す
か
？

　

昨
年
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
布

し
ま
し
た
。
箱
に
入
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
電
源
を
入
れ
て
聞
こ
え
る
場
所
に
置
い
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
に
は
緊
急
放
送
や
照
明
な
ど
の
機
能

が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
梱
さ
れ
て
い
る
電
池

が
消
耗
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
時

に
慌
て
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
防
災
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
ラ
ジ
オ
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

　

曽
於
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
に
１
台
ず
つ
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
登
録
が
同
一
世
帯
で

も
、「
母
屋
」
と
「
離
れ
」
な
ど
で
世
帯
を
分
け
て

住
ん
で
い
る
場
合
は
１
台
ず
つ
無
償
配
布
し
ま
す
。

　

ま
だ
防
災
ラ
ジ
オ
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
世
帯

は
、
市
役
所
企
画
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

◆
防
災
ラ
ジ
オ
の
「
Ｆ
Ｍ
そ
お
」
を
受
信
で
き
な
い

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
電
波
が
弱
く
受
信
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
信
で
き
な
い
世
帯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
戸
別
に
受
信
ア
ン
テ
ナ
取
付
工
事
を
無
料

で
行
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
有
線
・
オ
フ
ト
ー
ク
放
送

　

有
線
と
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
は
、
平
成
28
年
12
月
28

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
防

災
ラ
ジ
オ
か
ら
市
の
情
報
や
災
害
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

◆
転
入
さ
れ
た
方
へ

　

市
外
か
ら
曽
於
市
に
転
入
さ
れ
た
方
へ
防
災
ラ
ジ

オ
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
受
け
取
り
が
ま
だ
の
方

は
、
企
画
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
転
出
さ
れ
る
方
へ

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
市
の
備
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
曽

於
市
外
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
企
画
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
へ
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

曽於市コミュニティＦＭ「SOO Good　FM」（防災ラジオ）の放送時間　
▼毎日午前 6時 30 分から午後 9時まで、曽於市の話題をお届けします。
▼防災ラジオ一斉起動放送（スイッチを切っていても自動で放送します）
　　行政情報…平日 朝 6 時 40 分、昼 12 時 40 分、夜 7時 40 分の１日３回
　　　　　　　土曜・日曜・祝日　 朝６時 40 分のみ
　　災害情報…台風などの発生時に災害対策の情報を随時放送します。

企画課・各支所地域振興課
本庁　☎ 0986-76-8802　　大隅　☎ 099-482-5921　　財部　☎ 0986-72 -0931

お問い
合わせ先

周波数 87.4 MHz で
放送しています。
車や市販のラジオで
もお聴きできます。
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¥ ♥ 子育て・福祉 暮らし年金・祝金・補助金

葉たばこへの農薬飛散（ドリフト）防止対策について

▽
農
薬
飛
散
（
ド
リ
フ
ト
）
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
に
、
葉
た
ば
こ
生
産
農
家
は
、
葉

た
ば
こ
の
収
穫
間
近
に
な
る
と
、
畑
に
「
黄
色
旗
」

を
設
置
し
て
近
隣
農
家
の
皆
さ
ん
に
収
穫
間
近
で

あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
葉
た
ば
こ
生
産
農
家
は
隣
接
の
作
物
へ
配
慮
し

な
が
ら
、
農
薬
や
除
草
剤
散
布
を
行
い
ま
す
の
で
、

隣
接
す
る
畑
の
方
も
農
薬
や
除
草
剤
の
散
布
を
行

う
際
、
風
速
・
風
向
き
に
配
慮
し
な
が
ら
農
薬
の

飛
散
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
組
内
容

◆
実
施
農
家
：
葉
た
ば
こ
生
産
農
家

◆
設
置
方
法
： 

農
家
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し

た
黄
色
旗
を
高
さ
２
㍍
の
支
柱
に
く

く
っ
て
畑
へ
立
て
ま
す
。

◆
設
置
時
期
：
５
月
上
旬
〜
７
月
末
ま
で

◆
お  

願  

い
： 

隣
接
農
家
の
方
で
、
誤
っ
て
農
薬

が
飛
散
し
た
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

黄
色
旗
に
記
載
さ
れ
て
い
る
葉
た

ば
こ
農
家
ま

で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

農林振興課　☎ 0986-76-8808
お問い
合わせ先

広告

本　　所  099-482-6807  大隅支所  099-482-6813
財部支所  0986-72-3114  末吉支所  0986-76-7703ＪＡそお鹿児島

県下一斉に葉たばこ収穫間近の畑において「黄色旗」の取組を始めます
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２
月
25
日
か
ら
３
月
12
日
に
か

け
て
、
末
吉
総
合
体
育
館
で
「
第

34
回
吉
井
淳
二
記
念
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
応
募
点
数
は
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
２
３
５
６
点
、
高
校
生
部

門
１
７
６
点
、
一
般
部
門
１
４
２

点
、
招
待
作
家
部
門
23
点
、
合
計

２
６
９
７
点
。
２
月
10
日
と
11
日
、

西
健
吉
さ
ん
（
二
科
会
理
事
）
と

赤
塚
祐
二
さ
ん
（
武
蔵
野
美
術
大

学
教
授
）
を
中
心
に
審
査
が
行
わ

れ
、
１
２
１
２
点
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。（
入
賞
者
に
つ
い
て
は

29
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

２
月
25
日
の
開
会
日
に
は
オ
ー

プ
ン
に
先
立
ち
、
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
入
賞
者
を
代
表
し
て

一
般
部
門
で
吉
井
淳
二
賞
を
受
賞

し
た
木
原
寿
紀
さ
ん
（
曽
於
市
）

が
受
賞
の
喜
び
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
吉
井
淳
二
記

念
展
が
オ
ー
プ
ン
。
集
ま
っ
た
多

く
の
絵
画
フ
ァ
ン
が
会
場
内
に
展

示
さ
れ
た
作
品
に
真
剣
な
眼
差
し

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

「暮れ空」
北園　拓真（大口高校）

吉
井
淳
二
賞　

高
校
生
部
門

吉
井
淳
二
賞　

招
待
作
家
部
門

「点と線の旅人  暗黒の死の谷」
田實　孝一（曽於市）

第 34回吉井淳二記念展

「少年と自転車」
木原　寿紀（曽於市）

吉
井
淳
二
賞　

一
般
部
門
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賞　名 氏　名 市町村
吉井淳二賞 木原　寿紀 曽於市
市長賞 二見　千恵子 宮崎市
議長賞 柴立　俊明 鹿屋市
教育長賞 鶴ヶ野　玲子 霧島市
ナンチク賞 寺園　實秋 曽於市
メセナ末吉賞 松井　正隆 姶良市
南日本新聞社賞 野平　智広 鹿児島市
南日本放送賞 蓑田　勝子 鹿屋市
NHK鹿児島放送局賞 上四元　フネ子 鹿児島市
KTS 鹿児島テレビ賞 鯵坂　佳菜 鹿児島市
KYT 鹿児島読売テレビ賞 吐師　良子 霧島市
KKB 鹿児島放送賞 黒田　陽子 鹿屋市
宮崎日日新聞社賞 大村　イヨ子 曽於市
都城市長賞 枦山　纓子 大崎町
鹿児島県美術協会賞 中野　誠 南さつま市
大隅美術協会賞 鵜木　ひろ子 霧島市
新人賞 今重　夏実 鹿児島市
絵のまち賞 和田　始子 曽於市
優秀賞 須下　広光 霧島市
優秀賞 小濵　勝久 鹿屋市
優秀賞 川畑　和美 曽於市

■一般部門

賞　名 氏　名 学校名
吉井淳二賞 北園　拓真 大口高校
市長賞 神田　千尋 曽於高校
議長賞 松岡　拓海 玉龍高校
教育長賞 谷口　岬 曽於高校
ナンチク賞 榎並　諒 国分高校
メセナ末吉賞 中川　美里 川内高校
南日本新聞社賞 藤井　かずね 松陽高校
南日本放送賞 前田　絵実夏 鹿児島東高校
NHK鹿児島放送局賞 木下　功大 玉龍高校
KTS 鹿児島テレビ賞 吉満　明日香 鹿児島女子高校
KYT 鹿児島読売テレビ賞 荒　はるな 玉龍高校
KKB 鹿児島放送賞 野田　郁華 鹿児島南高校
都城市長賞 若松　琉夏 松陽高校
鹿児島県美術協会賞 島田　梨於那 川内高校
大隅美術協会賞 義村　環 松陽高校
絵のまち賞 渡邊　木乃美 曽於高校
優秀賞 金﨑　百映 川内高校
優秀賞 隈元　萌絵 松陽高校
優秀賞 木原　緋里 鹿児島女子高校
優秀賞 岩元　結美 鹿児島女子高校
優秀賞 永谷　梨花 霧島高校
優秀賞 新村　詩織 鹿児島南高校
優秀賞 白井　シオン 宮崎日大高校
優秀賞 川内　萌 宮崎日大高校

■高校生部門

賞　名 氏　名 市町村
吉井淳二賞 田實　孝一 曽於市

■招待作家部門

賞　名 氏　名 学校名
市長賞 木原　光梨 大隅中学校
議長賞 西田　優羽 財部中学校
教育長賞 市瀬　実夢 大隅中学校
優秀賞 片田　千晴 末吉中学校
優秀賞 岩﨑　凱聖 大隅中学校
優秀賞 黒﨑　美羽 大隅中学校
優秀賞 黒木　敦仁 財部中学校
優秀賞 西丸　知良 財部中学校
優秀賞 井之上　馨 財部中学校

■ジュニア部門（中学生の部）

賞　名 氏　名 学校名
市長賞 桑原　穂佳 大隅北小学校
議長賞 松竹　桜来 月野小学校
教育長賞 坂口　幸輝 月野小学校
優秀賞 久保　覇駆 末吉小学校
優秀賞 丸山　真玄 末吉小学校
優秀賞 松ケ野　隼風 末吉小学校
優秀賞 中川　奏 末吉小学校
優秀賞 濵田　優里愛 檍小学校
優秀賞 高野　愛琉 岩南小学校
優秀賞 中本　ほのか 諏訪小学校
優秀賞 新屋　結衣 深川小学校
優秀賞 横山　大地 柳迫小学校
優秀賞 坂下　結唯 柳迫小学校
優秀賞 吉田　侑聖 岩川小学校
優秀賞 野邉　盛真 財部小学校

■ジュニア部門（小学生の部）
賞　名 氏　名 学校名

市長賞 岩元　來琉 大隅中央幼稚園
議長賞 吉ノ園　倖河 覚照こども園
教育長賞 上村　俊翔 太陽の子保育園
優秀賞 ふくなが　しょうき ひこばえ保育園
優秀賞 園田　悠哉 樹心保育園
優秀賞 森岡　大空斗 白鳥保育園
優秀賞 藤原　蒼空 白鳥保育園
優秀賞 桒幡　暖愛 岩川保育園
優秀賞 八木　憂馬 覚照こども園
優秀賞 室田　椿咲 覚照こども園
優秀賞 宅野　照寅 正心保育園
優秀賞 橋元　翔太朗 大隅北保育園
優秀賞 愛甲　陽優 きらり保育園

■ジュニア部門（幼児の部）

第 34回吉井淳二記念展　入賞者一覧
応募総数 2697 点

テープカットの様子
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曽於市民プールだより
お問い合わせ先
曽於市民プール　☎ 0986-76-4340

　

桜
の
便
り
も
聞
か
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様

お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
ご
推
察
致
し
ま
す
。

今
回
は
、「
健
康
寿
命
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
発
表
し
た
２
０
１
６

年
版
の
「
世
界
保
健
統
計
」
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
平

均
寿
命
は
女
性
が
８
６
．
８
歳
、
男
性
が
８
０
．
５
歳

で
世
界
１
位
と
６
位
だ
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
「
健
康

寿
命
」
は
ど
ち
ら
も
10
歳
ほ
ど
短
い
そ
う
で
す
。
こ
の

10
年
が
い
わ
ゆ
る
「
寝
た
き
り
期
間
」
だ
そ
う
。
理
由

は
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
健
康
寿
命
を

伸
ば
さ
れ
た
人
生
の
先
輩
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

水
泳
の
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
で
世
界
記
録
を
次
々
に
更

新
し
て
い
る
長
岡
三
重
子
さ
ん
は
１
０
２
歳
。
し
か
し

彼
女
が
水
泳
を
始
め
た
の
は
80
代
に
な
っ
て
か
ら
。
動

機
は
痛
く
な
っ
た
膝
の
リ
ハ
ビ
リ
の
為
で
し
た
が
独
学

で
水
泳
を
マ
ス
タ
ー
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
最
初
は
３
メ
ー
ト
ル
も
泳
げ
な
か
っ
た
。
25
メ
ー

ト
ル
を
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
１
年
か
か
っ
た
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
泳
に
は
関
節
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
高
齢
に
な
っ

て
も
始
め
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
の
医
学
誌
「
英
国
ス
ポ
ー
ツ
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に

掲
載
さ
れ
た
論
文
に
は
、「
運
動
を
習
慣
と
し
て
行
い
、

４
年
以
上
続
け
て
い
る
人
は
、
全
く
運
動
し
て
い
な
い

人
に
比
べ
て
健
康
的
に
加
齢
し
て
い
く
可
能
性
が
７
倍

に
増
加
す
る
。」
と
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
60
歳
に
な
る
ま
で
運
動
す
る
習
慣
の
な
か
っ

た
人
で
も
運
動
を
始
め
る
の
が
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
。」
と
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
が
延
び
る
の
は
嫌
だ
と
い
う
人
は
い
な
い

と
思
い
ま
す
。「
思
い
た
っ
た
ら
即
実
行
」
で
、
ま
ず

は
水
中
歩
行
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

プールで
運動
始めよう!!

今回のテーマは「プールで健康寿命をアップ！」

連絡先
（予約窓口）

担当課・係 電話番号

本庁・介護福祉課　福祉係 ０９８６－７６－８８０７

大隅支所・保健福祉課 ０９９－４８２－５９２５

財部支所・福祉課（福祉事務所） ０９８６－７２－０９３６

※価格は税込です。
曽於中央家畜市場（２／22 ～２／24）２２月月のの子牛せり市結果子牛せり市結果

◎健康のこと、ご家族のことなど・・・お気軽にご相談ください！

開催日：４月 24日（月）　午後１時 30分～　　場　所：末吉中央公民館
カウンセラー：勝吉恵美子先生（臨床心理士）

『心が元気になる相談室』のご案内

４月の子牛せり市は ４/25 ～ ４/27 の予定です。

地区名 性別 頭数（頭） 最高額（円） ㎏単価（円） 平均価格（円）

曽於市
メス 281 1,954,800 3,047 838,764
去勢 331 1,412,640 3,053 943,668
計 612 1,954,800 3,055 895,502

曽於地区
メス 623 1,954,800 3,014 834,849
去勢 804 1,622,160 3,048 947,933
計 1,427 1,954,800  3,025 898,563
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今
回
お
よ
そ
10
年
ぶ
り
に
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
行

わ
れ
、
平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
と
順

次
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
改
訂
で
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
か
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

全
国
の
ど
の
地
域
で
教
育
を
受
け
て
も
、
一
定
の
教
育

水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
は
、

各
学
校
で
編
成
す
る
教
育
課
程
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
の
基

準
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
学
習
指
導
要
領
」
と
い

い
ま
す
。
昭
和
33
年
以
降
、
ほ
ぼ
10
年
お
き
に
改
訂
さ
れ

て
い
ま
す
。
社
会
の
変
化
や
要
請
に
応
じ
て
学
校
教
育
の

在
り
方
や
教
育
内
容
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の

進
化
な
ど
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
た
改
訂
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
訂
で
変
わ

ら
な
か
っ
た
の
は
、
学

校
に
「
生
き
る
力
を
育

む
こ
と
」
を
求
め
て
い

る
点
で
す
。
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
今
回
、

育
て
る
べ
き
資
質
・
能

力
と
し
て
「
①
知
識
・

技
能  

②
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力  

③
学

び
に
向
か
う
力
・
人
間

性
」
が
新
た
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
訂

で
は
、「
何
を
学
ぶ
か
」
が
中
心
だ
っ
た
従
来
の
指
導

要
領
を
転
換
し
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」、
そ

の
た
め
に
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
な
ど
授
業
方
法
に

つ
い
て
も
明
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
教
師
が
一
方
的
に
教
え
る
授
業
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
討
論
や
グ
ル
ー
プ
活
動
で
お
互
い
に
学
び
合
う

授
業
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文

部
科
学
省
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
授
業
の
在
り
方
を

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
定
義
し
、
学
校

現
場
で
の
実
現
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

小
学
校

　

ま
ず
、
大
き
く
変
わ
る
の
が
小

学
校
英
語
で
す
。

　

現
在
、
小
学
校
で
は
小
学
５
年

生
か
ら
「
外
国
語
活
動
」
と
し
て

主
に
英
語
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
小
学
３
年
生
か
ら

実
施
し
、
週
１
時
間
、「
聞
く
・
話
す
」
を
中
心
と
し

た
授
業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

  

こ
れ
に
伴
い
、
小
学
５
年
生
か
ら
は
教
科
書
を
使
う

正
式
な
教
科
「
外
国
語
科
」
が
始
ま
り
ま
す
。
新
た
に

「
読
む
・
書
く
」
活
動
も
加
わ
り
、
週
２
時
間
実
施
さ
れ
、

評
価
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
で
す
。

  

情
報
活
用
能
力
育
成
の
一
環
と
し
て
、
論
理
的
思
考

力
を
高
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
し
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
意
図
し
た
処
理
を
行
わ
せ
る
学
習
活
動

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

中
学
校

　

国
語
科
で
は
、
中
学
２
年
生
で
電
子
メ
ー
ル
の
書
き

学
習
指
導
要
領
っ
て
な
に
？

具
体
的
に
は
何
が
変
わ
る
の
？

方
に
つ
い
て
の
学
習
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

  

理
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
３
年
生
で
扱
っ
て
い
た
自
然

災
害
に
関
す
る
内
容
を
全
学
年
で
学
習
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

中
学
校
で
の
英
語
の
授
業
は
、
日
本
語
を
使
わ
ず
、

原
則
英
語
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
小
中
学
校
で
は
、
道
徳
が
「
特
別
の

教
科　

道
徳
」
に
な
り
、
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
教
育

に
変
わ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
訂
で
は
、
英
語
が
小
学
３
年
生
か
ら
始
ま

る
な
ど
、
教
え
る
教
師
の
指
導
力
も
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
教
育
内
容
に
対
す
る
事
前
研
究

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

実
施
に
向
け
て
教
員
研
修
の
充
実
な
ど
、
そ
の
準
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
ね
ら
い
は
？

新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
取
組
は
？

漢字検定全員合格！
財部南小学校

　

市
で
は
、
英
語
検
定
や
漢
字
検
定
な
ど
、
各

種
検
定
を
受
検
す
る
小
中
学
生
に
検
定
料
を
補

助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
中
学

生
を
中
心
に
３
０
０
名
近
い
小
中
学
生
が
、
こ

の
制
度
を
利
用
し
て
各
種
検
定
を
受
検
し
ま
し

た
。

   

特
に
今
年
度
は
、
こ
の

補
助
金
制
度
を
利
用
し

て
、
初
め
て
小
学
生
が

漢
字
検
定
を
受
検
し
ま
し

た
。
漢
字
検
定
に
挑
戦
し

た
の
は
、
財
部
南
小
学
校

の
15
人
の
児
童
の
み
な
さ

ん
で
す
。
し
か
も
、
全
員

合
格
と
い
う
素
晴
ら
し
い

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。


